
マレーシア Ｔｕｎｋｕ Ｋｕｒｓｈｉａｈ Ｃｏｌｌｅｇｅ高校の紹介 令和７年度 都立高校生等の海外派遣研修
ダイバーシティコース （マレーシア）

【派遣研修期間】 令和８年１月18日～24日

【国際交流校】 Ｔｕｎｋｕ Ｋｕｒｓｈｉａｈ Ｃｏｌｌｅｇｅ高校

令和８年１月  43期生１学年マレーシア現地での派遣研修の様子

東京都立山崎高等学校

マレーシア×日本
令和７年度 都立高校生等の海外派遣研修

（教員①）

マレーシア海外派遣研修に引率教員として参加し、教科書

の知識だけでは得られない多くの学びを実感しました。生

徒たちは、現地の学校訪問や交流活動を通して、生徒たち

は文化や価値観の違いを肌で感じました。実体験を通して

こそ得られる気づきの大きさ、そして現地で学ぶことの大切

さを改めて強く感じた研修となりました。

（教員②）
本校が「都立高校生等の海外派遣研修」に参加させていた
だき２年目を迎えました。今年度も希望する生徒は多かっ
たようです。本校では、ユネスコスクール間の学校間国際
交流だけではなく、実際に生徒が現地に派遣して国際交流
ができる大きな機会をいただけています。これらの取り組
みから、お互いに知り、文化の違いを認め合い、生徒同士
の交流が今後も続くように努めたいと思います。、

（43期生生徒①）
今回の研修では、出発前には予測できなかった多くの経験
をすることができました。気候に関してですが、出発時の寒
かった日本では考えられない様なマレーシアの暑い気候で
わずか８時間後の変化に不思議な感覚を覚えました。見る
もの全てが日本とは違っており、日本ではあまり見ないピン
ク色の魚が水槽の中で泳いでいたり鳥の足などの食べ物
がスーパーにずらっと並んでいる光景にとても驚き、大きな
違いを実際に体験できました。現地高校生との交流では、
国境を越えて、友達ができました。今回の海外研修では驚
きや発見で満たされていて、私に自信を与えてくれる宝物
になったと思います。

（ 43期生生徒②）
マレーシアでの経験を通じて、多文化共生社会のあり方に
ついて深く学びました。渡航前の私は、外国人が増えつつ
ある日本も多文化な国であると考えていました。しかし、現
地で目にした光景は日本とは根本的に異なるものでした。
日本では「日本文化をベースに、海外の文化を部分的に取
り入れる」形が一般的ですが、マレーシアではマレー系、イ
ンド系、中華系のそれぞれの文化が、どれも欠かせない自
国の文化として対等に存在していました。今後、さらなる外
国人材の受け入れが進む日本にとって、マレーシアの「複
数の文化が真に共生する姿」から学べることは非常に多い
と感じています。

（ 43期生生徒③）
今回の海外研修を通じて、異文化の中で主体的に行動す
る力が身に付きました。６泊７日での様々な体験の中で、言
語や価値観の違いに戸惑いながらも、自ら考え発信する姿
勢の大切さを学びました。そして何より高校生の間にこのよ
うな経験を得られて良かったです。

（ 43期生生徒④）
マレーシアでの研修を通して、英語は完璧な文法や語彙よ
りも、まずは伝えようとする姿勢が大切だと学びました。実
際に話してみることで、拙い英語でも思いは伝わると実感し
ました。英語は試験のためではなく、人とつながるためのコ
ミュニケーションの道具だと気づくことができました。
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教員と生徒からの新たな気付きと得られた学び【知ることを学ぶ】

都立高校生等の海外派遣研修

等成果報告会

令和８年２月８日 「都立高校生等の海外派遣研修」
での成果報告会
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